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令和６年度町長施政方針
令和６年奥出雲町議会3月定例会の施政方針演説の内容を一部抜粋して掲載します。

　令和６年度当初予算においては、私が掲げております「総力戦のまちづくり」として、  
●子育て・教育の充実と奥出雲を担う人づくり　　 ●活力ある産業の振興
●安心して暮らせる生活基盤の確保とまちづくり　●奥出雲の暮らしが幸せだと実感できる生活環境づくり
　この４つのまちづくりを目標とした施策の推進を、引き続き図ってまいります。これにより一般会計は１５１億４千万円、
対前年度比、６億３千万円、４．３％の増加となっております。

予算の
概要

令
和
６
年
度
当
初
予
算
主
要
事
業

♦
水
田
農
業

　
令
和
６
年
産
米
の
全
国
適
正
生
産
数
量
の
目

安
は
昨
年
と
同
水
準
の
６
６
９
万
ト
ン
が
示
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
町
に
は
令
和
５
年
産

米
の
作
付
実
績
を
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
上
回
る
１
，

３
８
５
ha
が
示
さ
れ
、
先
般
、
各
集
落
へ
配
分

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

♦
農
業
遺
産

　「
た
た
ら
製
鉄
に
由
来
す
る
資
源
循
環
型
農

業
」
の
歴
史
的
な
価
値
を
軸
に
、
仁
多
米
、
奥

出
雲
和
牛
、
そ
ば
な
ど
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
と
資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
、
ま
た
、
日
本

農
業
遺
産
の
認
定
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る

と
と
も
に
、
田
舎
・
農
業
体
験
な
ど
と
結
び
つ

い
た
農
泊
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本

町
の
農
業
と
食
の
魅
力
を
発
信
し
、
奥
出
雲
ブ

ラ
ン
ド
の
推
進
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
指
摘

事
項
を
踏
ま
え
修
正
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
夏

に
再
提
出
す
る
予
定
で
す
。

♦
農
業
基
盤
整
備

　
魅
力
あ
る
農
地
を
維
持
し
、
担
い
手
の
確
保
、

育
成
を
図
り
、
地
域
内
の
農
地
の
集
積
・
集
約

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
に
よ
る
圃
場
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
上
の
リ
ス
ク
と
な
る
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
農
業
用
た
め
池
の
廃
止
事
業
を
継

続
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
貯
水
量
の
多
い
た
め

池
の
改
修
、
大
仁
農
道
の
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
県
営
事
業
の
導
入
に
よ

り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
畜
産
振
興

　
畜
産
飼
料
価
格
の
高
騰
や
子
牛
価
格
の
低
迷
、

牛
肉
消
費
量
の
落
ち
込
み
な
ど
、
畜
産
経
営
を

取
り
巻
く
状
況
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、

奥
出
雲
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
肉
用
牛

優
良
繁
殖
基
礎
雌
牛
保
留
及
び
導
入
対
策
を
積

極
的
に
進
め
、
和
牛
改
良
の
促
進
及
び
増
頭
、

更
新
対
策
な
ど
、
繁
殖
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
の
た
め
、
国
営
開
発
農

地
を
活
用
し
た
粗
飼
料
供
給
体
制
を
整
備
し
ま

し
た
。

♦
林
業
振
興

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る「
第

三
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
が
き
っ
か
け
の
原
油
高
や
歴
史
的
な
円

安
に
よ
る
輸
入
材
高
騰
に
よ
り
、
国
産
材
へ
の

需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
産
材
の
利
用
の
促
進
は
、
世
界
情
勢
の
影

響
も
受
け
ず
、
地
域
経
済
の
発
展
、
高
品
質
な

木
材
の
安
定
供
給
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
等
に
よ
る
詳
細
な

森
林
情
報
の
把
握
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ク
ラ
ウ
ド

に
よ
る
資
源
・
生
産
・
需
要
情
報
の
共
有
な
ど
、

先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
係

者
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

木
材
協
会
や
建
築
組
合
及
び
木
材
加
工
事
業
者

等
と
連
携
を
図
り
、
付
加
価
値
の
高
い
新
た
な

木
材
需
要
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

♦
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
Ｊ
–
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
適
切
な
森
林
管
理

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
等
の
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し

て
国
が
認
証
し
、
購
入
・
売
却
の
取
引
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
制
度
で
す
。

　
本
町
の
Ｊ
–
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
第
３
四
半
期
を
目
途
に
認

証
を
受
け
、
そ
の
後
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
を
開

始
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
収
入
を
森
林
管
理
等
に
還

元
す
る
こ
と
で
、
経
済
性
と
公
益
性
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

♦
森
林
環
境
整
備
事
業

　
令
和
５
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

２
０
２
４
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
譲
与
税
の
活
用
実
績
等
を
踏
ま
え
、「
私

有
林
人
工
林
面
積
」
の
譲
与
割
合
を
50
％
か
ら

55
％
に
、「
人
口
」
の
譲
与
割
合
を
30
％
か
ら

25
％
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
森
林
面
積
の
多
い
自
治
体
へ

よ
り
多
く
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
間
伐
・
植
栽
等
の
森
林
整
備
、
林

業
専
用
道
・
作
業
道
の
開
設
・
維
持
管
理
へ
の

支
援
、
担
い
手
対
策
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、森
林
環
境
譲
与
税
の
原
資
と
な
る
「
森

林
環
境
税
」
が
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い
て
、
国
税
と
し
て
１

人
年
額
１
，
０
０
０
円
の
賦
課
徴
収
が
行
わ
れ

ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
の
関
心
も

高
ま
る
こ
と
か
ら
、
木
材
利
用
の
促
進
、
森
林

環
境
教
育
の
推
進
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
も

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
山
林
地
籍
調
査
事
業

　
令
和
６
年
度
の
調
査
事
業
は
、
継
続
地
区
６

工
区
、
新
規
地
区
４
工
区
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
現
地
で
の
境
界
確
認
を
行
う
一
筆
地

調
査
は
３
工
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
新
し
い
地
籍
調
査
手
法
で
あ
る
航

空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
、
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
方
式
に
よ
る
一
筆
地
調
査
の
実

施
を
１
工
区
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

♦
特
産
振
興

　
国
営
開
発
畑
を
中
心
に
農
地
の
保
全
・
利
活

用
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
ソ
バ
、
エ
ゴ
マ
栽

培
の
作
付
を
奨
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
商
工
業
振
興

　
国
・
県
の
各
種
助
成
制
度
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
小
規
模
事
業
者
等
の
事
業
継
続
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
町
内
の

消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
な
ど
の
施
策
な
ど
に
も
併
せ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

♦
起
業
・
創
業
支
援

　
町
内
で
起
業
・
創
業
を
目
指
す
方
を
支
援
す

る
古
民
家
オ
フ
ィ
ス「
み
ら
い
と
」に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
起
業
・
創
業
を
一

層
支
援
す
る
た
め
、
都
市
機
能
の
確
保
の
面
か

ら
も
非
常
に
利
便
性
が
高
い
旧
ご
う
ぎ
ん
横
田

支
店
を
購
入
し
、
整
備
い
た
し
ま
す
。
民
間
活

力
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
期
待
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

♦
雇
用
対
策
・
人
材
確
保

　
令
和
５
年
度
は
町
内
で
の
就
職
支
援
を
行
う

た
め
、
合
同
企
業
説
明
会
を
２
回
開
催
い
た
し

♦
子
育
て
支
援

　
令
和
６
年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
内
に
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
行
っ
て
き
た
妊
産
婦
や
乳
幼
児
へ

の
支
援
と
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
が
行
っ
て

き
た
子
育
て
相
談
や
児
童
虐
待
等
へ
の
対
応
等
を
一
本

化
し
、
す
べ
て
の
こ
ど
も
・
妊
産
婦
・
子
育
て
世
帯
等
、

幅
広
く
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
規
事
業
で
あ
る
「
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
」

は
、
家
事
・
育
児
等
に
対
し
て
不
安
や
負
担
を
抱
え
る

子
育
て
家
庭
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
に
対
す
る
早
期
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
産
婦
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
と
し
て
、
現

在
実
施
し
て
い
る
妊
産
婦
交
通
費
助
成
に
宿
泊
費
を
上

乗
せ
し
、
妊
産
婦
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、「
お
く
い
ず
も
子
育
て
応
援
事
業
所
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
新
た
に
３
事
業
所
を
認
定

し
、
合
計
21
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
所

の
「
子
育
て
し
や
す
い
職
場
・
働
き
方
改
革
の
取
り
組

み
」へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、

こ
れ
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
令
和
６
年
度
は

「
子
育
て
応
援
事
業
所
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
事
業
」
を
創

設
し
、
事
業
所
が
独
自
に
取
り
組
ま
れ
る
子
育
て
環
境

づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
不
妊
治
療
助
成
事
業

　
不
妊
治
療
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
保
険
適
用
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
依
然
、
治
療
費
全
体
が
高
額
と
な
る
こ

と
か
ら
、
先
進
医
療
の
費
用
補
助
な
ど
を
含
め
助
成
額

と
助
成
内
容
を
見
直
し
、
一
人
あ
た
り
の
助
成
額
を
年

間
９
万
円
か
ら
30
万
円
に
拡
充
を
図
り
ま
す
。

♦
小
児
予
防
接
種
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｘ
事
業

　
新
た
に
母
子
手
帳
ア
プ
リ
『
母
子
モ
』
を
活
用
し
、

予
診
票
と
接
種
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
や
医
療
機
関
の
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た
、
接
種
間

違
い
を
防
止
す
る
た
め
、
接
種
時
期
や
接
種
間
隔
を
シ

ス
テ
ム
で
自
動
制
御
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
予
防

接
種
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
教
育
振
興

　
不
登
校
な
ど
学
校
に
行
き
づ
ら
い
児
童
生
徒
は
、
現

在
、
雲
南
市
が
設
置
す
る
「
お
ん
せ
ん
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
本
町
で
も
こ
う
し

た
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
か
ら
新
た
に
「
奥
出
雲
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
週
１
回
程
度
、
試
行
的
に
開
設
し
、
利
用
状
況
や
支

援
内
容
等
の
検
証
を
行
い
、
将
来
の
常
設
運
営
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
令
和
５
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
松
江
、
出
雲
等
の
養
護
学
校
に
通
学
す
る
「
特

別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び
場
へ
の
通
学

支
援
・
移
動
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
仁
多
、
横
田
、
両
中
学
校
の
音
楽
室
な

ど
、
特
別
教
室
へ
の
空
調
に
つ
い
て
も
整
備
し
、
教
育

環
境
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

♦
定
住
施
策

　
奥
出
雲
町
に
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
住
宅
支
援
、
就
職
支
援
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
住
宅
の
確
保
は
、
本
町
へ
の
移
住
・
定
住
を
推

進
す
る
上
で
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
若
者
、
子
育
て
世

帯
の
新
築
・
増
改
築
を
支
援
す
る
た
め
「
住
宅
整
備
支

援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

若
者
世
帯
の
親
が
実
施
す
る
新
築
・
改
修
も
補
助
対
象

と
し
、
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
を
新
築
す
る
場

所
を
求
め
る
声
が
多
い
た
め
、
町
や
町
土
地
開
発
公
社

が
所
有
す
る
土
地
を
区
画
造
成
し
、
宅
地
分
譲
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
、
既
に
移
住
さ
れ

た
方
に
対
し
て
は
、お
試
し
暮
ら
し
体
験
事
業
の
充
実
、

移
住
者
間
の
交
流
促
進
な
ど
、
本
町
で
暮
ら
す
き
っ
か

け
づ
く
り
と
、
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

♦
奥
出
雲
町
立
地
適
正
化
計
画

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
活
力
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
生
活
機

能
を
確
保
し
、高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
公
共
交
通
と
連
携
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
国
の
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
本
町
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
き
て
お
り
、
三
成
地
区
、
横
田
地
区
を
中
心
と
し
た

都
市
計
画
区
域
内
の
活
性
化
、
人
口
密
度
の
維
持
は
町

全
体
の
地
域
の
振
興
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
特

に
三
成
地
区
に
お
い
て
は
、
小
学
校
再
編
を
契
機
に
三

成
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
居
住

を
誘
導
し
て
い
く
地
域
、
都
市
機
能
、
防
災
な
ど
計
画

す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
よ
り
奥
出
雲
町
立
地
適
正
化

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
調
査
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
座
談
会
に
よ
る
住
民
意
向
、
策
定
検
討
委

員
会
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
、
計
画
素
案
を
作

成
し
、
議
員
の
皆
様
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ご
意

見
を
経
て
、
令
和
６
年
８
月
の
計
画
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
都
市
の
再
生

に
必
要
な
公
共
公
益
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、
併
せ
て

都
市
再
生
整
備
計
画
を
策
定
し
、
令
和
７
年
度
よ
り
関

連
の
事
業
実
施
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　「
子
育
て
・
教
育
の
充
実
と
奥
出
雲
を
担
う
人
づ
く
り
」

　
　「
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
」
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